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ホテル オークラ 神戸

兵庫県行政書士会第５４回定期総会を５月２５日（金）午後１時より

ホテルオークラ神戸において開催され、田中会長のもと２年目がスター

トした。

定期総会は吉本兵庫県副知事のご臨席を賜り開催された。午後１時定

刻より開始、企画部長の泰地昭男会員、法規部長の段林勝弘会員両名の

司会により進行した。大前副会長の開会宣言に続き、平成２４年度の物

故会員１０名に黙祷しご冥福を祈った。

総会後の懇親会には、兵庫県を代表し、兵庫県副知事の吉本様よりご

祝辞を戴きご来賓の方々、会員が懇親を深めた。

◆行政書士倫理綱領朗読

櫻井祐輔会員の先立ちにより出席者全員で行政書士

倫理綱領を朗読した。

◆田中会長のあいさつ

田中浩二会長より、３つのＣ（chance(出会いと創造)、

change(変革)、challenge(挑戦)）を中心に会務を行って

きたことを会員に報告するとともに、東日本大震災の

話に触れられ、会員からは義捐金などの様々な援助を



受けたことに感謝の意を表し、今後の

協力を会員に求めた。

次に社会貢献事業として、一般社団

法人コスモス成年後見サポートセンタ

ー兵庫支部設立、行政書士ＡＤＲセン

ター兵庫の法務大臣からの平成２４年

２月２２日の認証に関して、報告があった。

また、入国管理局との協議の上で、今年からは、情報の交換のため大阪入国

管理局神戸支局の統括審査官が研修会の講師に来られるなどし、会員の専門知

識の拡充を図れるようになった。という大きく分けて３点を重点に挨拶あった。

◆吉本兵庫県副知事のごあいさつ

吉本副知事はご多忙の中ご来臨頂き祝

辞を頂戴した。

「行政書士ＡＤＲセンター兵庫のスター

ト、一般社団法人コスモス成年後見サポ

ートセンター兵庫支部設立など、社会状

況に適切に対応していただいていること

に心強い思いである。」また、「幅広い

業務範囲を持ち、国民と行政の絆となっ

ている行政書士の皆様のご活躍に大いに期待している。」とお言葉があった。

また、「幅広い業務範囲を持ち、国民と行政の絆となっている行政書士の皆

様のご活躍に大いに期待している。」とお言葉があった。

◆会長表彰

会長表彰は、受賞者総勢

４９名の表彰があり、被表

彰者代上辻靖夫会員により、

丁重なお礼の言葉があった。

会長表彰式の終了後、吉

本副知事は公務のため退場

された。

◆議案審議

議長に中嶋修市会員（加古川支部）、副議長に藤井佳愛会員（神戸支部）が

異議なく選任され、議長は、議事録記録人に松永和明会員（阪神支部）、大屋

清貴会員（明石支部）、議事録署名人に森田幸生会員（摂丹支部）、池口千春

会員（但馬支部）を指名し、異議なく承認された。



議事運営委員会の報告

議案審議に先立ち、議事運営委員会委員を山本副委員長より紹介があり、更

に宮本委員長は議事進行についての取り決めの説明を行った上で議事に入った。

◆ 藤井佳愛副議長のより出席状況の確認

兵庫県行政書士会構成員１，６７３名、

本日出席者数２８０名、委任による出席者

数５７９名。合計８５９名。

以上により、会則第１８条の定めにより

本会が有効に成立していることが確認され

た。

第１号議案 平成２３年度会務報告及び事業報告

第２号議案 平成２３年度収支決算報告

関連案件につき一括上程された。大前

副会長、佐々木副会長から説明があり、

室谷監事からは「経理並びに執行につい

ては、適正妥当であった旨の監査報告」

があった。

既に提出されている質問に対し、大前

副会長など各副会長から答弁があり、再

質問についても担当副会長・部長から説

明があった。議案ごとに採決の結果、可

決承認された。

第３号議案 平成２４年度事業計画

第４号議案 平成２４年収支予算

関連案件につき一括上程された。大前副会長､佐々木副会長から説明があった。

既に提出されている質問に対し、大前副会長など各副会長から答弁があり、

再質問についても担当副会長から説明があった。議案ごとに採決の結果、可決・

承認された。

第５号議案 一般社団法人コスモス成年後見サポートセンター兵庫県支部へ

寄付することの承認に関する件

「平成２４年３月２４日に設立されたサポートセンターへの１００万円の寄

付」に関して、兵庫県行政書士会会則第１６条第４号「重要な財産の取得、処

分及び多額の債務負担に関すること。」に該当することから、総会に諮られた。



事前に送付されていた質問状に髙田

副会長が回答した後、採決の結果、可

決・承認された。

第６号議案 役員選任規則一部改正

大前副会長から「各支部からの兵庫

県行政書士会本会に対する理事選出枠

に関して、５名以下とする枠を設ける

ことに関する議案」が上程された。

事前に提出された質問に対し、回答後、採決の結果、可決・承認された。

第 7 号議案 役員（理事）補充選任

大前副会長から議案が上程され、宮本満夫会員（神戸支部）、梶原智之会員

（阪神支部）の補充選任の報告があり、挙手により議場に諮ったところ、賛成

多数をもって原案どおり可決・承認された。

以上で、議案審議はすべて終了したので、議長は、議事運営委員・記録人の

職を解き、感想を述べた後、副議長と共に降壇した。

髙田副会長から閉会のことばがあり、午後４時３０分閉会した。



来賓多数を迎え懇親を深める

定刻１８時になり、多数の来賓の皆様方の入場を拍手で

迎えながら、ホテル オークラ神戸平安の間 南にて懇親会

が開催された。

田中会長の挨拶により懇親会は始まった。

続いて、兵庫県を代表し吉本兵庫県副知事よりご挨拶を

頂いた。

そして、来賓の衆議院議員谷公一様より

「税と社会保障の一体改革」に関するお話

があり、衆議院議員向山好一様からは「昨

年の関西地方の節電率は３％程度」だった

ので、今年の夏は頑張らないといけないと

のお話があった。その後、県議会議員の方

から順次ご挨拶を頂きました。

兵庫県行政書士政治連盟会長の松田齊様

より、力強い乾杯の発声があり食事と歓談

に入りました。

途中、会員の方による演奏もあり、歓談時間の 1 時間

30 分があっという間に過ぎ去って行き、最後は、兵庫県

行政書士会事業団の飼原和子様より締めのあいさつがあ

り、楽しかった懇親会も終わりを告げました。
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